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所管部局：教育庁 基本計画編

現状と課題

これからの基本方向

【発展】１．教育の再生、未来を拓く人づくりと青少年の健全育成

目標指標

2

（１）子どもの挑戦や自己実現を支える学校教育の推進（１）子どもの挑戦や自己実現を支える学校教育の推進

•教育改革に関しては、これまでの取り組みについて不断の見直しを行い、さらなる改革・改善を
進めるとともに、夢に挑戦し、自己実現を図る子どもたちを支えるという教育本来の目的を着実
に達成します。
•子どもの学力・体力の低下、規範意識の低下などが懸案となっており、特に学力・体力の低
い子どもの割合が全国と比較して高いことが課題です。
•子どもたちが、将来社会で生きていくうえで必要なコミュニケーション能力や、問題解決能
力などを身につけていくことが求められています。
•障がいの重度・重複化や、発達障がいのある児童生徒への対応が求められています。
•幼児期は、豊かな感性、基本的生活習慣など生涯にわたる人間形成の基礎を担う重要な時期
であり、幼児期のしつけ、就学前教育から小学校教育への円滑な移行が課題となっています。

•地域の進学指導重点校※）の育成、総合選択制高校※）のさらなる設置、魅力ある教育課程の
編成などによる特色ある高等学校づくり

•児童生徒一人ひとりの夢や希望を実現するための知識・技術の習得を図り、社会的自立を促
し、勤労観・職業観などを育成するキャリア教育の推進

•小学校外国語活動の導入などによる国際理解教育の充実や社会の変化に対応した環境教育、
理科教育、情報教育などの推進

•O-Labo※）などを地域人材を活用して広く展開し、子どもの科学体験の機会を充実

主な取り組み

確かな学力※）の育成1

•学力向上を推進する教員による模範授業や巡回指導、すぐれた教員の効果的取り組みの共有
化などによる授業力の向上や、児童生徒の個々のつまずきを早期に解消するための習熟度別
指導や補充学習などの個別指導の充実
•地域人材※）を活用した、授業や放課後及び夏季休業中の補充学習の充実

豊かな心の育成

•小・中学校では、基礎・基本を定着させ、特に低学力層の児童生徒の底上げにより、引
き続き九州トップレベルの学力をめざします。高等学校では、希望する進路を実現でき
るよう、進学力、就職力を向上させます。

•児童生徒一人ひとりの社会的自立を促し、勤労観・職業観を育成するキャリア教育※）

を推進します。

•体験活動などの充実を図り、美しいものや自然に感動する心、正義感や公正さを重ん
じる心、他人を思いやる心や社会貢献の精神など、豊かな心や社会性をはぐくみます。

•日常的に運動に親しませ、特に低体力層の児童生徒の底上げを図ることにより、全県
的に体力の向上をめざします。

•障がいのある児童生徒が可能性を最大限に発揮できる特別支援教育※）を充実します。

•人間形成の基礎を担う幼児期の教育の充実に取り組むとともに、幼稚園・保育所・小
学校の連携を積極的に推進します。

•教育の実を上げるために教職員の意識改革や資質・能力の向上を図るとともに、教育
目標達成に向けチームで取り組む学校組織を確立します。 指　　標　　名 単位

基礎・基本の定着状況調査※）における
学力が全国平均以上の児童生徒の割合
読書活動を週１回以上実施して
いる学校の割合

授業がわかると感じている児童
生徒の割合

新規高卒者の就職内定率
体力・運動能力調査で県平均が全国平均以上の種目の割合
知的障がい特別支援学校高等部生徒の一般就労率

％
％
％
％
％
％
％
％
％
％

小５
中２
小学校
中学校
小５
中２
高１

基準値

51.8
52.8
92.9
43.7
70.4
49.2
37.1
95.6
26.6
13.1

年
H16
H16
H16
H16
H16
H16
H17
H16
H16
H22

目標値
58
59
100
85
80
60
40
96
30
－

実績値（見込）
H22年度

53.3
53.3
96.8
63.2
87.3
69.4
48.9
98.1
30.7
13.1

H27年度
目標値
70
70
100
100
90
80
60
99
50
26

•道徳教育の充実や体験活動などの推進、コミュニケーション能力の育成
•読書習慣の確立と芸術教育の推進

3 健康・体力づくりの推進

•体力向上の取り組みを推進する教員を中心とした授業改善と運動の日常化
•健全な食生活の実現や心身の成長を図る食育の推進と保健指導の充実

4 一人ひとりの障がいに応じた特別支援教育の充実

•関係機関と連携して、自立と社会参加をめざした個に応じた支援の実施
•地域の小・中学校等への支援など、特別支援学校のセンター的機能※）の充実強化
•看護師の学校配置の充実などによる医療的ケア※）の推進

5 幼児教育の充実

•人間形成の基礎を担う幼児教育の充実と、幼稚園・保育所・小学校の職員の資質向上のため
の共同研修の実施など、連携の積極的な推進

6 教職員の意識改革と資質能力の向上

•教育目標達成に向け、ビジョンを共有し組織として取り組む学校運営の確立
•透明性・公平性の担保された採用試験の実施とすぐれた人材の確保
•ライフステージに応じた教職員の人材育成
•教職員評価システムの適正な運用による教員の資質向上及び学校組織の活性化

小学生の夏休み補充授業
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基本計画編所管部局：教育庁

現状と課題 主な取り組み

生徒指導体制・教育相談体制の充実

これからの基本方向

【発展】１．教育の再生、未来を拓く人づくりと青少年の健全育成

目標指標

1

2
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（２）いじめ・不登校対策の強化（２）いじめ・不登校対策の強化

•本県におけるいじめの認知件数及び不登校児童生徒数は依然として憂慮すべき状況にあり、
生徒指導上の大きな課題となっています。

•生徒指導は、学習指導とともに学校教育における両輪です。すべての児童生徒の健全な成長
を促すとともに、学校生活が有意義で充実したものになるようにするためには、積極的な生
徒指導によるいじめ・不登校などの問題行動の未然防止や個別の問題行動に対する適切な対
応が必要となっています。

•パソコンや携帯電話を媒体としたネットいじめ※）などの新たな形態の問題行動が深刻化した
り、それらのトラブルの潜在化が課題となっています。

•いじめ・不登校などの問題行動の原因や背景はさまざまであり、学校と家庭、児童相談所や
警察などの関係機関との連携・協力が必要となっています。

•学期毎の調査や個別の面談調査などによる、いじめの丁寧な把握と解消に向けた取り組みの強化
•校長のリーダーシップのもと、教員が一致協力してチームで取り組む生徒指導体制の構築
と、幼・小・中・高、各学校間連携の推進

•公立小・中・高等学校のスクールカウンセラーの効果的
配置と資質向上による教育相談体制の充実

関係機関と連携した支援の充実

•いじめや不登校など問題行動の未然防止と早期発見・早期対応や、児童生徒一人ひと
りに対するきめ細やかな指導のために、スクールカウンセラーの効果的配置など教育
相談体制を充実します。

•問題行動の未然防止と早期発見、早期対応のため、学校と家庭、関係機関が連携して
支援の充実を図ります。

指　　標　　名 単位

いじめの解消率

不登校児童生徒の学校復帰率

％
％
％
％

小学校
中学校
小学校
中学校

基準値

73.4
66.4
34.9
31.8

年
H22
H22
H22
H22

目標値
－
－
－
－

実績値（見込）
H22年度

73.4
66.4
34.9
31.8

H27年度
目標値
80
80
50
50

•虐待などの家庭的な背景や発達障がいが原因と考えられるいじめ・不登校、深刻な暴力行為
など学校だけで対応することが困難な問題行動を解決するため、学校と警察、児童相談所、
民生・児童委員、市町村の福祉関係部署などとが連携した的確な支援の充実

•ネットいじめの監視体制の強化やネット相談窓口の周知、県教育センターや警察などの関係
機関と連携したネットモラル教育※）の推進及び保護者・教職員への啓発

•いじめや不登校など問題行動の解決に向けた県教育センター及び教育支援センター（適応指
導教室）※）を中核とした支援の充実
•定時制・通信制高校など、家庭環境や子どもの状況に柔軟に対応できる高校を活用した不登
校児童生徒への支援の充実

※ネットいじめ

※ネットに関係
する不登校、
引きこもり

※その他、人権
に関すること

※掲示板荒らし
（誹謗中傷）
※個人情報流失
　盗撮映像流失
※不正アクセス
※ＨＰ改ざん
※出会い系被害

２４時間受付

平日
９：００～１７：００

平日
８：３０～１７：１５
（時間外は留守電）

平日
９：３０～１８：００

ネットいじめ相談窓口（大分県教育庁生徒指導推進室）
　メールアドレス　no-ijime@pref.oita.lg.jp
いじめ・不登校等相談窓口（大分県教育センター教育相談部）
　電話相談　０９７－５０３－８９８７
子どもの人権110番（大分地方法務局）
　電話相談　０１２０－００７－１１０
　携帯電話ＵＲＬ（24時間受付）
　　http://www.jinken.go.jp/soudan/mobile/001.html
　パソコンＵＲＬ（24時間受付）
　　http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken113.html
警察安全相談
　ホームページでの対処方法紹介ＵＲＬ
　　http://www.pref.oita.jp/keisatu/kouhou/soudan/
　　電話相談　０９７－５３４－９１１０
サイバー犯罪対策室（県警）
　電話相談　０９７－５３６－２１３１
県下各警察署総務課

児
童
生
徒
の
被
害

犯
罪
被
害

大分県のネット相談窓口
～ひとりで悩まず気軽に相談してください～
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不登校児童生徒数・出現率の推移（小・中学生）

208

策定委員会から一言
パソコンの普及により増え
ているネットいじめにも対
策をする必要があります。
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基本計画編所管部局：教育庁

現状と課題

これからの基本方向

【発展】１．教育の再生、未来を拓く人づくりと青少年の健全育成

目標指標
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（３）県民総ぐるみによる教育の推進（３）県民総ぐるみによる教育の推進

•知・徳・体の調和のとれた子どもを育成するためには、学校でしっかりと教育が行われるこ
とが重要です。しかし、学力・体力と関連が深い基本的な生活習慣の定着や豊かな心をはぐ
くむ社会的体験を充実させるためには、学校の取り組みだけではなく、地域・家庭の取り組
みが必要です。このため、学校のさまざまな活動を家庭や地域に理解してもらう取り組みや、
地域の教育力※）を学校の教育活動に活用する取り組みなどの推進により、県民総ぐるみで子
どもを育てていく機運を盛り上げていくことが必要です。

•児童生徒数の減少やニーズの多様化など社会の変化に対応するとともに、子どもたちが安
全・安心な学校生活を送ることができる教育環境の整備が求められています。

主な取り組み

学校・家庭・地域の連携1

•授業の支援や部活動の指導、放課後の活動などへの地域人材※）

の参画の推進
•基本的な生活習慣、学習・運動習慣の確立のため学校と家庭と
の相互の働きかけの充実
•学校教育部門と社会教育部門が連携し、「おおいた教育の日」
など、県民の教育に対する関心と理解を高めるための取り組みの充実

郷土に愛着と誇りを持てる学習の推進

•学校、家庭、地域それぞれの役割と責任を果たす中で、効果的な取り組みを「点から
面」へ展開し、県民総ぐるみの教育をめざします。

•学校教育や社会教育※）を通じて、身近な自然や文化に親しみ、郷土の歴史や先人の営
みを学ぶ中で、子どもも大人も郷土に愛着と誇りを持てるような取り組みを推進します。

•県内どこでも多様なニーズに応じた充実した教育を受けることができるよう、教育環
境を整備するとともに、教職員が安心して教育活動に取り組める仕組みの充実を図り
ます。

•私立学校の建学の精神と自主性を尊重しながら、児童生徒一人ひとりの能力・適性に
応じた教育の充実に努めるとともに、個性豊かな魅力ある学校づくりを促進します。

•児童生徒が安心して学習活動に励めるよう、学校の安全・安心を確保する取り組みを
推進します。

指　　標　　名 単位

授業に地域人材を活用
している学校の割合
運動部活動に地域人材を活用している
中学校の割合
地域人材を活用した放課後子ども教室
が実施された小学校の割合
公立学校施設の耐震化率

防災訓練（津波想定）を実施した学校
の割合（沿岸部の学校）
私立学校施設の耐震化率

％
％

％

％

％
％

％

％

小学校
中学校

小・中学校
高校・特別支援学校

基準値

90.1
76.2

86.6

72.8

74.1
54.3

81.6

60.3

年
H16
H16

H23

H23

H22
H16

H23

H21

目標値
96
91

－

－

－
77

－

－

実績値（見込）
H22年度

97.0
89.5

－

－

74.1
87.6

－

62.5

H27年度
目標値
100
100

100

100

100
100

100

90

•社会科や総合的な学習の時間を中心に、歴史博物館や先哲史料館の訪問講座※）などを活用
して、学校の教育活動全体を通じ、郷土の歴史や文化などに関する学習を推進

•ふるさと大分の自然、歴史、文化や現代的課題などを学ぶ講座の展開及び講座内容をデジタ
ル化するなど、県民の郷土に関する学習を推進

3 教育環境の整備

•高等学校の再編整備の推進
•特別支援学校の再編整備や小・中学校の特別支援学級及び通級指導教室※）の増設の推進
•積極的な学校公開、学校関係者による学校評価の公表と、高等学校における第三者評価の導
入による開かれた学校づくりの推進

•授業改善や校務処理効率化のための情報化の推進

4 魅力ある私立学校づくりへの支援

•国際化、情報化などの社会の変化に対応した教育への支援
•学力の向上、キャリア教育※）の推進、スポーツ・文化活動の振興など、特色・魅力ある学
校づくりの推進

•教育条件の維持向上や保護者の経済的負担の軽減、経営の健全性の確保などの自主的な取り
組みの促進

5 安全・安心な学校づくりの推進

•学校における危機管理の徹底や地域と協働した防犯対策の
推進

•学校施設の耐震化など防災対策の推進
•児童生徒が自ら考え、自ら行動できる防災教育の推進 地域のボランティアによる登下校の見守り

地域住民による学校支援（書写の時間）
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基本計画編所管部局：企画振興部

現状と課題 主な取り組み

公立大学法人制度を生かした県立大学の改革の推進

これからの基本方向

【発展】１．教育の再生、未来を拓く人づくりと青少年の健全育成

目標指標

1

2

安　

心

活　

力

発　

展

（４）地域に根ざした大学等高等教育の推進（４）地域に根ざした大学等高等教育の推進

•大学等高等教育機関※）は、少子化による18歳人口の減少に加え、進学率の上昇、社会人学生
や外国人留学生の増加などにより環境が大きく変化し、競争が激化する中で、社会や学生の
ニーズに応じた特色ある大学づくりを進めることが求められています。

•県立大学においては、各大学の特性に応じたカリキュラムの新設や見直しなど魅力ある大学
づくりを進めてきましたが、今後さらに地域や学生のニーズに応える大学として、教育研究
や大学運営の在り方を検討する必要があります。

•複雑多様化する地域課題に対処するため、高度な知見や研究開発機能を有する県内大学等と
地域との連携・協働をさらに進めていく必要があります。

•教育研究の質の向上など競争に勝ち抜く特色ある大学づくりの推進
•幅広い教養と高度で専門的な能力を備えた、社会が求める人材の育成
•弾力的な経営、自己財源の確保など効率的な運営のできる大学づくりの推進
•積極的な情報開示・発信による社会的信頼・評価の確保

地域における「知の拠点」としての県立大学の機能発揮

•県立大学は、大学に求められる役割を明確にし、高度な知識と技量を備えた人材育成
のため、大学運営の効率化を進めながら、教育・研究内容及び施設設備の充実を図
り、魅力ある大学づくりを展開します。

•県立大学は、地域とともに発展できるよう、自治体や企業などとの連携を深め、地域
に根ざした大学としての存在意義をより明確にします。

•大学等が有する研究開発機能や高度な知見を活用し、産業の振興や地域の活性化を図
るため、県内大学等との連携を推進します。

指　　標　　名 単位

県と県内大学等との連携事業数
県立大学の公開講座数

件
講座

基準値

25
36

年
H18
H22

目標値
－
－

実績値（見込）
H22年度

58
36

H27年度
目標値
100
46

•地域の課題に対応したプロジェクト研究など自治体や企
業などと連携した調査研究の推進

•社会人教育など生涯学習の推進
•公開講座の実施や大学施設の開放など地域貢献の推進
•地域活動支援による地域社会との連携強化

3 県内大学等との連携による産業の振興や地域活性化の推進

•大分高等教育協議会等を通じた県と県内大学等との具
体的連携事業の検討

•産学官連携による新技術・新産業の創出など産業の振
興を推進

•大学等が有する国際的な知見やネットワーク機能とと
もに、留学生などを活用し、効果的な海外戦略を推進

•地域と大学等との協働によるフィールドワークの実施
などを通じて地域の活性化を推進

•審議会等への大学教員の登用

大分県立芸術文化短期大学の地域演奏会

地域に開かれた県立大学
（大分県立芸術文化短期大学の染色教室）

大分県立看護科学大学の演習講義

策定委員会から一言
大学の独自性をどのように打
ち出していくのかを考える必
要があります。
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基本計画編所管部局：教育庁

現状と課題 主な取り組み

県民の生涯学習を支えるための基盤の整備

これからの基本方向

【発展】１．教育の再生、未来を拓く人づくりと青少年の健全育成

目標指標

1

2

安　

心

活　

力

発　

展

（５）生涯学習社会の形成と社会教育の推進（５）生涯学習社会の形成と社会教育の推進

•県民の誰もが生涯を通じて学び、豊かな人生を送ることができるよう、その生涯にわたっ
て、あらゆる機会に、あらゆる場所において学習することができ、その成果を適切に生かす
ことのできる社会の構築が求められています。

•少子・高齢化の進行とともに、地域においてはコミュニティ機能の低下、人間関係の希薄化と
いった生活に直結する課題が生じており、こうした中、地域の活力を支える人材の育成が求め
られています。

•生活の質や職業能力の向上をめざす県民の学習への欲求は多様化、高度化しています。県民
それぞれのライフステージに応じ、多様な課題に対応した学習機会を提供することが重要で
すが、地域によって提供機会や提供分野などに格差が見られます。

•地域振興や産業振興、子育て、国際化などの課題に取り組む関係部局や市町村、社会教育関
係団体やＮＰＯなどと連携・協力し、地域の活力を支える人材を育成するための講座や講師
情報などを生涯学習情報提供システム「まなびの広場おおいた」※）に一元化
•地域の学習拠点としての公民館や図書館など生涯学習関連施設の機能の向上
•県民の知恵や経験、学習した成果を学校や地域の活動に還元できる機会の拡大

社会教育の推進

•生涯学習に関する講座や施設などの学習情報の提供や関連施設の機能の向上など、県
民の生涯学習を支援する基盤の整備を推進します。

•市町村や社会教育※）関係団体、ＮＰＯ※）などとの連携・協力を一層強化して、社会教
育を推進します。

•市町村が必要とする、社会教育に関する国や県の動向や講座の講師、学習プログラム
などの情報の提供や社会教育指導者の養成を通じて市町村の取り組みを支援します。

•環境問題などの今日的な課題に対応した社会教育を推進するとともに、市町村などと
連携し、県民の知恵や経験、学習成果を生かせる場の充実を図ります。

指　　標　　名 単位

生涯学習情報提供システム「まなびの
広場おおいた」へのアクセス件数
県・市町村教育委員会が実施する社会教
育関連講座受講者数の人口に対する割合
公立図書館における県民１人あたりの
図書貸出冊数

件/年

％

冊/年

基準値

211,340

18.9

3.0

年

H16

H22

H16

目標値

－

－

－

実績値（見込）
H22年度

197,404

18.9

3.7

H27年度
目標値

443,000

30

4.5

•社会教育に関する国や県の動向、講座開講のための講師情報など、市町村が必要とする情報
の提供

•社会教育関係指導者の養成や資質向上を図り、市町村が実施する社会教育活動の充実を支援
•子育てや環境問題などの今日的な課題の解決に向けた学習プログラムの開発や、自然や科学
を身近に体験し、親しむことができるプログラムなどの充実

生涯学習講座受講生が講師となった竹とんぼ作り九重青少年の家での森林環境学習

資料：県民の生涯学習に関する意識調査（平成22年度）

学習成果を生かしたい活動分野
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基本計画編所管部局：生活環境部

現状と課題 主な取り組み

青少年を育てる地域・家庭づくり

これからの基本方向

【発展】１．教育の再生、未来を拓く人づくりと青少年の健全育成

目標指標

1

2

安　

心

活　

力

発　

展

（６）青少年の健全育成（６）青少年の健全育成

•非行やひきこもり、ニートなど、社会生活を円滑に営むうえで困難を有する青少年※）の問題
は依然憂慮すべき状況です。

•青少年の問題行動の要因や背景として、日常生活における実体験不足による社会性や対人関
係能力の低下、家庭における基本的な生活習慣の乱れ、あるいは大人の規範意識の低下など
が指摘されており、その対応に社会全体で取り組む必要があります。

•少年警察ボランティアと協働した非行防止対策などにより、少年※）の検挙補導件数は漸減傾
向にあるものの、学校施設への器物損壊事件や校内暴力事件など悪質な事件が発生していま
す。また一方で、インターネット利用による児童ポルノなど少年が被害者となる犯罪や児童
虐待も発生しており、少年問題は、「加害」と「被害」の両面において依然として厳しい状況
となっています。

•地域ぐるみのあいさつ運動をはじめとする県民運動の推進
•学校、家庭、地域が連携・協働して子どもをはぐくむ「協育」ネットワークづくりの推進
•ＰＴＡ活動を通じた家庭教育の充実と父親の家庭教育への参加促進
•インターネット安全教室やフィルタリングサービス※）の普及

青少年や家庭への支援体制の充実

•豊かな人間性や規範意識・社会性を身につけた青少年をはぐくむため、基本的な人格
形成の場である家庭を中心に地域、学校、企業、青少年団体、ＮＰＯ※）などと相互に
協力しながら一体となって取り組みを進めます。

•非行やひきこもり、ニートなど、社会への適応に困難を抱える青少年やその保護者な
どに対する支援体制を充実します。

•青少年の豊かな心をはぐくむため、学校内外における体験活動や読書活動を推進しま
す。

•「強くやさしい少年警察活動」を基本方針に掲げ、悪質な少年事件や少年の福祉を害す
る犯罪に対して厳正に対処します。

•青少年健全育成協議会などの関係機関・団体や少年警察ボランティアと連携した少年
の立ち直り支援活動や保護活動を強化し、「非行防止」と「保護」の両面にわたる総合
対策を推進します。

指　　標　　名 単位

フィルタリングサービスその他の方法によ
り携帯電話等によるインターネット利用を
監督している保護者の割合（小・中・高）
青少年自立支援センターの活用（相談
件数）
公立図書館における中学生以下の子ど
も1人あたりの児童書貸出冊数

％

件/年

冊/年

基準値

62.5

1,120

7.2

年

H22

H21

H16

目標値

－

－

8.6

実績値（見込）
H22年度

62.5

931

10.4

H27年度
目標値

100

1,200

14.6

•青少年自立支援センターの充実や関係機関の連携によるサポート体制の構築
•青少年団体や指導者の養成と青少年活動の場の提供

3 豊かな心をはぐくむ体験活動や読書活動の推進

•学校内外におけるボランティア活動や通学合宿などの生活体験
活動、青少年教育施設等における自然体験活動などの推進

•子どもへの読み聞かせグループなどの読書活動関係者への支援
•県立図書館における児童図書の整備と子どもが読書に親しむ機会の充実

4 少年非行防止対策や支援活動の推進

•大分っ子フレンドリーサポートセンターを中心とした、少年の非行防止対策や立ち直り支援
活動の推進

•スクールサポーター※）制度を活用した学校・地域における少年の非行防止対策の推進
•関係機関・団体との連携による社会全体で少年を見守る気運の醸成

5 福祉犯※)の取締りと被害少年に対する保護活動の推進

•児童買春・児童ポルノ事犯や青少年の健全な育成に関する条例違反など少年の福祉を害する
犯罪の徹底した取締りの推進

•犯罪被害少年に対するカウンセリングなど保護活動の推進

香々地青少年の家での自然体験活動

大分県少年の船　沖縄訪問

123 124


